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サンフランシスコがら

大久保泰邦i)

1｡はじめに

江崎玲於奈博士が読売新聞の朝子頸に月1回程のぺ一ス

で｢ニュｰヨｰクから｣というタイトルの記事を掲載し

ている･これは,科学者の目から見たアメリカ社会を紹

介し,日本と比較するというものが多い.｢サンフランシ

スコから｣というタイトルはもちろんこのパロディであ

る.今回は,米国地球物理学連合(AmericanGeophγ

sicaユUnion;以下AGUと呼ぶ)の秋季講演会に参加し,

その後メソロバｰクの米国地質調査所(U.S.G･o1･gica1

Survey以下U.S.G.S.と呼ぶ)とデソパｰのU.S.G.S.

を訪間した2週間だけの訪米であるが,その間に感じた

アメリカの地学関係の科学者とその周辺の人達の気質を

紹介できたらと思う.これについては本稿の後半で述べ

る.

前半ではAGU秋季講演会の簡単た紹介と,1989年10

月17目にサンフランシスコ南部で起きたロマプリｰタ地

震後のサソフラ1■シスコ周辺と南部の様子について述べ

る.

2.皿989年AGU秋季講演会

米国地球物理学連合というからアメリカたけの学会か

と思っていたらさに非ず,世界各国から参加する国際学

会であった.著者名簿に6,000人以上載っていたので参

加者も数千人はいるのではないかと思う.セッション

数は約360,講演数は1セッション15講演とすれば約

5,000,分野も大気,測地,地球電磁気,古地磁気,水

文学,海洋学,惑星,太陽系,テクトノフィシックス,

火山,地球化学,岩石学だと幅が広い.開催目は1989年

12月4日から12月8日までの5目問であった.会場はユ

ニオン･スクエから西南方向に約1.2㎞のところにある

シビックセンタである.

現在,サンフランシスコには浮浪者が非常に多い､特

に,ケｰブルカｰの終着駅でもある地下鉄,バｰトのパ

ウエル駅から西側のマｰケット通り沿いに多い.どうや

ら,定期的に町が浮浪者たちに食料を配給Lているので

集まって来るらしい･当のAGU会場であるシビックセ

ンタは浮浪者のたまり場である･私は1978年にここを訪

れたことがあり,その当時の写真があるが,浮浪者の姿

は写真には写っていたかった｡それよりも,シビックセ

ンタは10年前は観光コｰスであったのであるが,これで

は観光者は寄り付けたい状態である･私も何度か“Any

Change"(小銭をくれ｡)とか“Givemeaquater"(25セ

ント玉をくれ.)と話しかげられた.これでは会場までた

どり着くのも一仕事である｡地元の人は“Home1ess"

(家無し人)と呼んでいるが,地震で家を無くした人と違

って,日本でいう浮浪者である｡“Home1ess"の中には

女性もいるが,後で述べる女性の社会進出の多さと関係

があろう.

今回のAGU大会の話題は何といっても2ヵ月前のサ

ソフラソツスコ南部で起きたマグニチュｰド7.1のロマ

プリｰタ地震である･U.S.G.S.は“TheLomaPrieta

EarthquakeofOctober17.1989"と“Lessonsユearned

fromtheLomePrieta,Ca肚｡mia,Earthquakeof

October17,ユ989"という2冊の報告書を作成し,AGU

参加者に無料で配布Lた･地震は10月17戸,AGU講演

会の初目は12月4日であるから,わずか地震の1ヵ月半

後に立派た報告書を作成しているという素早さである･

前者の報告書は一般市民向けにロマプリｰタ地震とカ

ルフォルニア州の将来の地震について書かれたものであ

り,後者の報告書は,震源域の詳しいデｰタと被害状況

を写真入りで紹介している｡

地震についての報告はポスタｰセッツヨンで盛んに行

われていた｡U.S.G.S.が作成した最近の震源分布を時

系列的に表示するアニメｰツヨンは判り易かった､サン

ブラソツスコの南,メソロパｰクにあるスタンフォｰド

大学構内でもか次りの地震の被害があったことが報告さ

1)地質調査所地殻物理部
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写真1ロマプリｰタ地震で1階部分が破壊したマリｰナ地区

の建物.1989年12月10日に撮影.壁には耐震構造の建

物を扱う建築会社の宣伝が貼られいる､地震から1カ

月半たった今も完全に復旧しておらず,道路を歩いて

いる人はほとんどなく,見かける人は観光客(?)で

ある.

れていた.1989年AGU秋季講演会の詳しい内容につい

ては“EOSTransactions,AmericanGeophysica1Union

(v.70,no.43,October24.1989)"があるので参照された

し･.

3.1989年五⑪月旦相のロマプリｰタ地震の被害

ロマプリｰタ地震の被害状況については前出のU.S.

G.S.Circu1ar1045“LessonsLeamedfromtheLoma

偲�������愬�牴��步潦�瑯�����∀

に詳しい.また地震学会ニュｰスレタｰ第1巻第3号

(1989年)にも地震に関するデｰタや被害状況が紹介され

ている.結論はサンアンドレアス断層の横ずれに伴う地

震である.サンアンドレアス断層については渡辺(1989)

が地質ニュｰス詳しく紹介しているので参照されたい･

ここではAGU講演会後の12月9日と10日の2目問にわ

たりAGU講演会に参加した地質調査所環境地質部佃栄

吉技官とともにサンフランシスコ周辺と震源域に近いサ

ンタクルｰズ(SantaCru･)の周辺の被害の復旧状況を

巡検したのでこれについて報告する.

写真1はロマプリｰタ地震で1階部分が破壊したマリ

ｰナ地区の建物である.マリｰナ地区はサンフランシス

コ北岸,フィッシャマソズウォｰフの西,ゴｰルデンゲ

ｰトの東に位置する.マリｰナ地区の半分は埋立地であ

り,その上に高級住宅がすき間なく立ち並ぶ.この地域の

震度は周辺と比較して非常に高く,U.S.G.S.CircuIar

1045によれば米国の震度区分の9に相当する震度であっ

た(第1図)｡震度9は日本の震度区分のほぼ震度6の烈

写真2マリｰナ地区の,ある高級住宅の玄関先.1989年12月

10目に撮影.地割れと液状化現象でコンクリｰトの歩

道が破壊されている.

震に相当するもので,建物の基礎や骨格カミ破損したり,

水道管などがこわれ,地割れが走り,液状化が起こると

いうものである.実際にマリｰナ地区では水道管が破れ

液状化が起こり,ほとんど全ての建物は何等かの被害を

受け,建物の幾つかが倒壊した(写真2).マリｰナ地区

の建物の扉には,修理命令や撤去命令が記載された命令

書が貼られていた｡1ヵ月半たった今も人はほとんど住

んでおらず“ForRent"(貸し出し中)や“ForSai1"(売

り出し中)だとの貼紙がそこここに目につく･結局･こ

の高級住宅街は1日でただ同然の住宅街にたってしまっ

た.改めて地震の恐さ,特に軟弱地盤での地震の恐さを

痛感する.マリｰナ地区以外のサンフランシスコ市内で

も,激しい揺れに見舞われ,ピルにひびが入り,壁が落

ちてきたりした.12月現在でもこれらの修理が続いてい

た.

震源はU.S.G.S.Circu1ar1045によればサンフラン

シスコの南東約90㎞,サンタクルｰズから東へ約15㎞

のほぼサンアンドレアス断層に沿った場所であり深度は

約19kmである(第2-3図)｡震源に近いSummitRoad

は,サンアンドレス断層にほぼ平行した断層から約2㎞

南西の太平洋プレｰト側にある道路である.この道路沿

いには地割れがいくつも走り,道に段差ができ,センタ

ラインがずれてしまった.これらの地割れはほとんど修

理され,SummitRoadは既に開通して車が引っ切り

無しに走っているが,所々に地割れの跡が残っている

(写真3,4)･

1ヵ月半たった今では,サンフランシスコは既に正常

に戻っているように見られるが,マリｰナ地区やサンフ

ランシスコ東部,一部のハイウエイだと,いくつもの場

所で地震の爪痕が残っており,完全に復旧するまでには

まだ大分日数がかかりそうである.

地質ニュｰス429号�
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第1図

ロマプリｰタ地震による改正メルカリ震度階の震度(P1afkerandGa11oway(eds.),1989)､ロｰマ数字は等震度線間の震

度を表す.二重丸の中の星が震源である･サンフランシスコは震源から100km近く離れているのであるが,同じサンフランシス

コ市内であっても震度9(日本の震度6の烈震に相当する)から震度6(日本の震度4の中震程度に相当する)まで変化する.

当日ワｰルドシリｰズ第3戦が予定されていたキャンドルスティック球場の震度は7(日本の震度4の中震から5の強震程度)

であった.

写真3震源に近いSu血mitRoadの地割れ.1989年12月11日

撮影.センタｰライ:■が1Ocm以上ずれている.写真の

向こう側が南東方向である､地割れの方向はほぼ南北

の横ずれである.このあたり地割れの多くはほぼサン

アンドレアス断層に平行の北西一南東方向で,左様ず写真4

れと右横ずれが卓越している(P1afkerandGa11oway

�������

1990年5月号

SummitRoadのわきの地割れ.1989年12月11目に撮

影.SummitRoadのわきではこの程度の地割れはそ

のままの状態であった､�
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第2図(左上)ロマプリｰタ地震の震源と,広域的た余震,地

割れ･地すべり域や構造物の被害限界から予想される

断層帯.また,もっとも構造物の被害を受けた場所と,

地割れや液状化が起きた主な場所を示す(P1afkerand

�����������

凡例

1･LomaPrieta地震に伴う断層帯一矢印は水平方向の相対的

た動き.小さな矢印と数字は断層の方向と傾斜,Uは上方

移動側,Dは下方移動側.

2.断層一破線は予想線.

3.本震の震源.

4.余震域と地すべり域,

5｡断層に伴うと予想される地割れ域.

6｡およその構造物の被害限界.

7.およその地すべり限界.

8.液状化の顕著なところ.

9.被害を受けた橋.

10｡被害を受けたダム.

11･被害を受けた二階建の陸橋､

第3図(左下)ロマプリｰタ地震に伴うサンアンドレアス断層

の予想される移動距離を示す模式図.太平洋プレｰト

と北米プレｰトの境であるサンアンドレアス断層は南

西側に約70｡の傾斜をもつ.太平洋プレｰトが186cm

北にずれ,129cm垂直方向に持ち上がったために,北

米プレｰトの上に乗り上げた形になった.たくさんの

ずれや垂直方向の摺曲が起きたことが,測量の結果分

かった.M.J.Rymerの図を改正して作った(P1afker

慮�慮���������

4.科学者の気質

今回の訪米でAGU講演会に参加した他に,サンブラ

ソツスコの対岸のバｰクレｰにあるLawrenceBerke1ey

Laboratory(以下L.B.L.と呼ぶ)とメソロパｰクのU.S.

G.S.,デンバｰのU.SlG.S.を訪間L,地学関係,特

に地球物理を専門とする研究者に会った.彼らと何目

か付き合って感じたことを箇条書風に紹介することにす

る.

アメリカの女性

アメリカの女性に対する第一印象は,とにかくバリエ

ｰションが広いということである.3年前にアメリカの

飛行場で,機械を使って航空機に荷物を積み卸しする作

業を女性一人でしているのを党かけた.私の目から見れ

ばこれは肉体労働である.道路工事でも男に混じって若

い女性がロｰラを操っている.バスの運転手も女性が多

地質ニュｰス429号�
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い･日本人の親の感覚では,娘にそんた仕事をさせてい

たら世間体が悪いからやめさせる,といったところだろ

う･とにかくアメリカ女性は強い･独立心が強いといっ

た方がいいであろう｡バｰクレｰ周辺は“Stepfamily"

(まともた家族ではなく離婚歴がある家族で,すなわち母子家

庭とか,夫婦がそろっていても子供はその2人の間に出来た実

の子ではたいとかいう家族)の率は90%を越えるという話

もあるし,U.S.G.S.の研究者の話では,離婚率はアメ

リカ全体で50劣以上だということである･この理由は女

性が社会進出し,独立心が強くたったためであろう.女

性の浮浪者も,社会に出た女性の一部がドロップアウト

したと理解できる.アメリカ女性は仕事場において立派

に人格を持ち,また浮浪者仲間でも立派にその存在を認

知されているのである.

デンバｰで,2カップルの夫婦と一人の独身女性(彼

女は後に述べるキャロル,本名Dr.Caro1Finn)と一人の子

供(中学生程度の女の子)と夕食をともにした.4人の女

性は良くしゃべる･それに比べ私を含めた男性陣3人は

大人しい.会話の中で日本の話題にたり,日本の女性は

なぜ家の中に引きこもっているのかと女性陣に尋ねられ

た･この頃目本女性の社会進出も多くたっているが,ア

メリカに比べれぱまだまだである｡結局私は｢家事が楽

しいのではたいか.｣とか,｢亭主の仕事にあまり興味が

たいのではないか(いわゆるr亭主元気で留守がいい｣タイ

プ)｡｣とか,適当に答えていた.それでも納得がいかた

い様子でしつこく聞くので,私は女性心理など分からた

いから,最後は｢日本にきて直接聞いてくれ.｣と答え

て勘弁してもらった.しかし,こんだアメリカ女性に我

が女房が入れ知恵されたら,たまったものではたい.言

ってからしまったと思った.

アメリカ女性はみんたおしゃべりで独立心が強いかと

いうと,そういうわげでもたい.メソロバｰクU.S.G.S.

に勤めるDr.R,B1ake1yの家での夕食では,彼の同僚

とその若い奥さんも参加した｡彼女の名はゲｰル.ゲｰ

ルは口数が少なく,相手の話に同調し,自分から率先し

て話をしようとはしたい､正に数年前の日本女性を見て

いる様であった･アメリカでも地方に行げば娘の教育は

厳しく,大和撫子みたいだ女性も多いとのことである.

先程紹介Lたキャロルは1990年の早い時期に私の研究

室に来る予定である.私がデンバｰに行ったときU.S.

G.S.を案内してくれたのが彼女である.私がデンバｰ

に着いて早速見せてくれたのが,r男社会である日本が,

セクシャルハラスメント(性的嫌がらせ)に立ち向いはじ

めた｣という新聞書己事である.そしてrこれ本当?｣と

聞くのである･セクツヤルハラスメントは日本での1989

年の流行語であるが,これをまともに考えれば,女性の

1990年5月号

水着姿の写真を仕事場に貼る行為はセクシャルハラスメ

ントにたる｡彼女はタバコが嫌いたために部屋を禁煙に

したくてはいげたいのではあるが,これはもちろんのこ

と,今年は女性が写っているカレンダｰも禁止という禁

欲生活を強いられそうである.

LB.L.の研究者日く,アメリカ社会も第2次世界大

戦まではまともた家族構成であったが,終戦後に社会シ

ステムが崩れはじめ,“Stepfami1y"だらげにたってし

まったというのである･また,日本の様子は1950年代の

多様性の少たかったアメリカを見ているようであり,着

実にアメリカの歩んだ跡を追っているという人もいる.

そうすると30年も経てば日本も“Stepfami1y"だらげに

なってしまうのであろうか.

研究者の給料

U.S.G.S.は内務省(uS.DepartmentoftheInterior)

に所属する国立研究機関である.“Permanent"と呼ば

れる人は終身雇用で,我が地質調査所(以下G.SJ.)の

研究者と同じく,いわば国家公務員である.日本では現

在定年制があるが,U.S.G.S.には定年がたい.研究者

は10畳敷ぐらいの長細い部屋に1人でいて,電話も専用

である.部屋の待遇は我々よりも良いが,給料はという

とそれ程良くたい･私の年齢(35歳)で博士号を持って

いても年収4万ドル程度,日本円に直すと145円/ドル計

算で約580万円.私より若干良いかという程度である.

しかし実際は住宅費だとの物価が日本よりも安いので生

活実感は日本の700万円から800万円位の感じでろあう.

それに対してL,B.L.の研究者はDOE(米国エネルギｰ

省)から予算をもらっているが,実際の経営は州立大学

であるカリフォルニア大学に任されている.仕事場は大

部屋を,立つと向こう側が見えるくらいの衝立てで3畳

敷き程の広さに仕切られている.研究者はそのスペｰメ

の中で仕事をしている･L.B.L.に10年程勤める日本人,

唐崎健二博士の話によると,予算が貰え左くなったらお

払い箱だそうだ.しかL給料は良くて,唐崎氏の年収は

5万5千ドルである･日本円に直すと約800万円である.

U.S.G.S.とL.B.L.の差は日本でいえば国家公務員と

地方公務員,あるいは国立研究機関と民間の研究機関の

差に相当するのであろう･アメリカの場合もどちらに勤

めるかは本人の好みの問題であろう.

U.S.G.S.気質

メソロバｰクU.S.G.S.では半目いただけたので良く

わからたかったが,デンバｰU.S.G.S.では女性が多か

った･元メソロパｰクで仕事をしていた佃氏の話による

とメソロパｰクも多いそうである.仕事場の申でも女性

同志の良くある会話,｢その服すごくあなたに似合うわ.｣

とか,化粧品の話とかが飛び交う.そんな中で男性陣は�
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大久保

泰邦

写真5デンバｰU.S.G.S.のDrlDavidy.Fittermanと

雪におおわれたBouIderの町.Boulderの町はデンバ

ｰから車でおよそ1時間.冬は寒く,夏は暑い.土地

の値段はサンフランシスコの半分である.この町は人

情味の厚い土地柄であるようだ.

と言うと私の印象では大人Lい.私がうろうろしていた

所が地球物理の部であるから地球物理関係の連中だけ大

人しいのかもしれたい.

私がU1S.G.S.に通うために泊まった町はデンバｰか

ら車で1時間程のところのBou1derという町である.

Bou1der.の町では,半日デイブ(本名Dr.DavidV-

Fitterman)に誘われてシ賞ツピソグをした･写真5はそ

のデイブであり背景はBou1derの町である.Bou1der

の町は見ての通り冬は寒く,また夏は砂漠のように乾燥

して暑い.だから住むには良い環境とは言えず,土地の

値段はカリフォルニアの半分程度である.デイブは今回

はじめて知り合ったのに,わざわざ宿に電話をかげてき

て昼食とショッピングに付き合ってくれたのである.私

は非常に助かったが,この気配りは日本人以上である･

アメリカ人もいろいろいるものだと思った.デイブには

感謝している.

U.S.G.S.の研究者はほとんど全員スｰツを着ていた

い.これはG.S.J.も同じだが,彼らに言わせると,給

料は安いのであるが,Lかし自由があるというわげであ

る｡勤務時間はうるさくたいし,休暇もかたり自由にと

れる｡普段着でいるのは自分が自由人であることの象徴

なのであろう.

私カミデソバｰU.S.G.S.のセミナｰで報告している時

に,｢地質屋と物探屋は伸良くやっているのか.｣という

質問が出た.私はr結構うまくやっていて,あるフィｰ

ルドで共同でやる時は,初めは良く情報交換して,最終

的には別々のモデルを立てたりする.｣と答えた.する

と火山学者,いわほ地質屋であるリサ(本名Dr.Lisa

Morg.n)から｢地質と物探ではどちらが安いか.｣と質

問された･もちろんアメリカ人のジョｰクであるが,こ

の質問には私も絶句してしまった.今真面目に答えると

すれば｢単位金額当りの情報量は同じであろうが,問題

はその庸報を使う人間の能力なのではたいか.｣という

ことか.とにかく私の講演の後もリサを含めた何人かで

物探の方が安いのだの地質の方がずっと安いたのと言っ

ていた.しかLこういう議論をするところは,G,S.J.と

余り変わりが無いたと思った･

12月14日(木)の午後2時から仕事場でクリスマスパ

ｰティが開催された.参加費は2ドルである.飲物は

ピｰルに比較的安いマグナマサイズのワインとジュｰス

類,食べ物はポテトチップス,ポップコｰンといったと

ころである.参加老は地球物理部門に勤める全員(すなわ

ち秘書やテクニシャンの人も参加する.)とその奥様連中であ

る｡テクニツヤソの一人は真赤な装束を着てサンタクロ

ｰスにたりきっていた｡次の目は金曜日,そして再来週

初めはクリスマスであるから,明目からクリスマス休暇

をとって帰省する人が多い･日本でいえば正月休みに入

る前の御用納めみたいなものである･日本の奥様連中は

絶対に御用納めには来ないが,アメリカでは来るのであ

る｡日本人の目からみれほ,女房連中は,亭主が羽目を

外さたいようにLっかり見張りをしているのだろうか,

と思うであろうが,そうではたいのである.アメリカ社

会では奥様連中が常に社会と接することが習慣付けられ

ているのである.

5.むすび(アメリカの素晴らしさ)

サンフランシスコのダウンタウンには浮浪者がたくさ

んいる.税金も高く(品物にもよるらしいが消費税,但し州

税は10%以上である.)さぞアメリカは住みずらいだろうと

思うがさに非らず｡土地の値段は日本より安く,郊外に

行げば建坪が100坪以上の住宅が立ち並ぶ.

アメリカに行くとまず目に付くのが,日本車が多いこ

とである.日本製品の多さはこればかりではたい.電気

製品,スポｰツ用品はほとんど日本製であり日本料理店

もかたり小さい町でも1軒ぐらいあり,おもちゃでさえ

任天堂のファミコンである｡アメリカ人は日本製の日用

品に囲まれ,日本人と隣合わせで暮らしているかのよう

である･アメリカ社会は日本文化に乗っ取られていると

言ってもいい.しかし彼らはアメリカ文化をしっかり持

っている･サソフラソツスコの様た大都会を見れば分か

る通り,ありとあらゆる民族が集まっており,それぞれ

･の民族が特徴を生かして伸び伸びと生きている･それが

アメリカ社会の原動力にたっている･日本製品もアメリ

カに活力を与える道具の一つにたっていると言えよう.

地質ニュｰス429号�
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アメリカ人は思った事を正直に言い,態度が大きい

(決して悪い意味ではない).態度が大きいのはアメリカの

広大な自然の中で大人しくしていたら,自分が霞んでし

まう様な気がするからかもしれないし,自分の自由にな

るスペｰスが相対的に広くて,足を組んだり身ぶりを大

きくしても人にぶつかることがたいからかもしれたい･

私が気に入っているのは年上とか上司とかを気にせず正

直に言え,また正直た態度をとれるところである.どん

な大先生であろうと,話をしていることが良くわからな

げれぼ｢わからたい.｣といえる社会なのである･道で

黙っておろおろしていても誰も助けてくれたいが,一言

“Excuseme."と呼べば必ず誰かが助けてくれる.単純

明解た社会である一私はそういったアメリカが好きであ

る.

謝辞:地質調査所環境地質部佃栄吉技官はロマプリｰタ

地震の被害の復旧状況の巡検に同行していただき,地震

に関する情報を教えていただき,またU.S.GlS.に関す

る情報も教えていただいた.ここに感謝の意を表す次第

である.
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